
1.  はじめに

インターネットの普及により超高速通信の実現に向けて光フ

ァイバ網の拡大が急速に進められている。

構築した光ファイバ網を運用するに当たり以下の要求があ

る。

1）外的要因による光ファイバの障害発生の検知。

2）光ファイバの障害発生時に，迅速な復旧作業を支援する

ための情報の発出。

3）設備や心線の管理データのデータベース化いる。

今回上記の要求に対応するために，光ファイバのどこで，ど

のような障害が発生しているかを検知できる「光ファイバ線路

監視機能」と，設備や心線接続情報をデータベース化し，それ








